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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、米中貿易摩擦ならぬ貿易戦争等先行き不透明な要因があったもの

の、製造業サイクル等の好転を受け、日経平均株価や為替も含め安定的に推移しました。 

一方の実体経済は、雇用環境の改善を背景に持ち直していたものの、物価上昇等による実質所得の伸び悩みや社会

保障へ対する将来不安に起因する消費者意識から、横這いに推移しました。 

当社が属する供養産業は、高齢者が増加傾向にあるにもかかわらず、霊園事業においては、埋葬の選択肢の多様化

に伴い、比較的高価格となる墓地墓石の購入層は年々減少の一途にあります。 

この流れに対応すべく当社は、様々なお墓の形態を兼ね備えた霊園を開発、開園すると共に、供養の全てを網羅

し、価格においてもご満足いただける堂内陵墓事業への拡充を図っております。 

葬祭事業においては、葬儀の小規模・地味化傾向が一層顕著となる中、インターネット媒体を中心に業者間の価格

競争は激化し、施行単価が下落するという厳しい環境下にあるものの、生花祭壇葬「愛彩花(あいさいか)」と共に、

家族葬を中心としたラステル葬が消費者から支持を受けており、施行件数は順調に増加しました。 

屋外墓地の施工単価の下落が顕著なことや、特に東京都内における納骨堂（自動搬送式納骨堂を含む）の乱立によ

る購入層の分散化が進んだこと等の要因により、前第１四半期累計期間に比べ減収となりましたが、抜本的な販売費

及び一般管理費の見直しを行ったことにより、利益を確保しました。 

以上の結果、当第１四半期累計期間の業績は、売上高７億７千７百万円（前年同四半期比7.7％減）、営業利益３

千６百万円（前年同四半期営業損失３千万円）、経常利益２千７百万円（前年同四半期経常損失５千万円）、四半期

純利益１千９百万円（前年同四半期純損失３千９百万円）となりました。 

 

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

①霊園事業

屋外墓地につきましては、高齢化により成約件数は順調に推移してるものの、埋葬に対する価値観の変化や選択肢

の多様化に伴い、比較的高価格となる墓地墓石の購入層は年々減少の一途にあります。

それに対し、樹林墓や共有墓等の需要は急激に増加しており、施工単価の下落がより一層顕著化しております。

売上高は２億９千万円（前年同四半期比6.5％減）となりました。

 

②堂内陵墓事業

第六号「赤坂一ツ木陵苑(東京都港区)」並びに第七号「大須陵苑(名古屋市中区)」は、消費者の価値観を超える重

厚な施設と立地が好評を得ております。

しかしながら、近年、特に東京都内において、主に団塊の世代をターゲットとした納骨堂（自動搬送式納骨堂を含

む）の建設ラッシュがあり、短期的な供給過多の環境下にあります。それに応じた販売戦略の見直しを適宜行ってい

るものの及ばず、計画を大幅に下回る結果となりました。

売上高は７千２百万円（前年同四半期比54.5％減）となりました。

 

③葬祭事業

死亡者数が年々増加傾向にある中、当社は終活セミナー等を開催し、潜在顧客を受注に繋げる取り組みを積極的に

行っております。

会員制の生花祭壇葬「愛彩花」並びに家族葬・直葬施設を併設した独自のブランド「ラステル(ラストホテル)」

は、「小規模でありながらも心のこもった葬儀」を望む現代の消費者から好評を得ております。

また、マスメディアにも多数取り上げられ注目度は高まっており、施行件数は双方共順調に増加しております。

売上高は４億１千３百万円（前年同四半期比11.3％増）となりました。
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（２）財政状態に関する説明 

（資産）

当第１四半期会計期間末における流動資産は、前事業年度末に比べ、１億１千４百万円増加し、31億１百万円とな

りました。その主な要因は、現金及び預金１億４千１百万円の増加、売掛金３千６百万円の減少等によるものであり

ます。 

当第１四半期会計期間末における固定資産は、前事業年度末に比べ、３千６百万円減少し、69億７百万円となりま

した。その主な要因は、差入保証金１億５千８百万円の増加、霊園開発協力金１億６千万円の減少等によるものであ

ります。 

この結果、総資産は、100億９百万円となり、前事業年度末に比べ７千８百万円増加いたしました。

 

（負債）

当第１四半期会計期間末における流動負債は、前事業年度末に比べ、７百万円増加し、29億７千１百万円となりま

した。その主な要因は、１年内返済予定の長期借入金１億３百万円の増加、１年内償還予定の社債６千万円及び短期

借入金３千５百万円の減少等によるものであります。

当第１四半期会計期間末における固定負債は、前事業年度末に比べ、５千３百万円増加し、38億７百万円となりま

した。その主な要因は、長期借入金１億２千３百万円の増加、社債５千万円の減少等によるものであります。

この結果、負債合計は、67億７千９百万円となり、前事業年度末に比べ６千１百万円増加いたしました。

 

（純資産）

当第１四半期会計期間末における純資産は、前事業年度末に比べ、１千７百万円増加し、32億２千９百万円となり

ました。その主な要因は、利益剰余金１千９百万円の増加等によるものであります。

この結果、自己資本比率は32.3％（前事業年度末は32.3％）となりました。

 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明 

業績予想につきましては、現時点、平成30年５月11日の「平成30年３月期 決算短信」で公表いたしました第２四

半期累計期間及び通期の業績予想に変更はありません。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成30年３月31日) 
当第１四半期会計期間 
(平成30年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,197,843 2,339,652 

完成工事未収入金 27,776 19,152 

売掛金 187,695 151,637 

永代使用権 199,046 203,157 

未成工事支出金 227,811 216,580 

原材料及び貯蔵品 78,214 94,045 

その他 68,210 77,311 

貸倒引当金 △3 － 

流動資産合計 2,986,594 3,101,536 

固定資産    

有形固定資産    

建物（純額） 816,908 815,436 

土地 1,535,523 1,535,523 

その他（純額） 41,847 37,143 

有形固定資産合計 2,394,280 2,388,104 

無形固定資産 273,285 247,732 

投資その他の資産    

長期貸付金 93,594 92,054 

差入保証金 2,001,079 2,159,429 

長期未収入金 387,763 383,918 

霊園開発協力金 648,372 488,372 

その他 1,176,704 1,178,471 

貸倒引当金 △31,127 △30,299 

投資その他の資産合計 4,276,386 4,271,945 

固定資産合計 6,943,952 6,907,782 

資産合計 9,930,547 10,009,318 

負債の部    

流動負債    

買掛金 70,741 70,786 

短期借入金 119,600 84,400 

1年内返済予定の長期借入金 1,698,061 1,801,639 

1年内償還予定の社債 563,600 503,600 

未払法人税等 8,037 8,601 

賞与引当金 30,900 14,910 

その他 473,103 488,056 

流動負債合計 2,964,043 2,971,995 

固定負債    

社債 654,850 604,800 

長期借入金 2,509,017 2,632,414 

退職給付引当金 332,425 327,744 

役員退職慰労引当金 209,106 175,023 

その他 49,513 68,008 

固定負債合計 3,754,913 3,807,990 

負債合計 6,718,957 6,779,986 
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    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成30年３月31日) 
当第１四半期会計期間 
(平成30年６月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,306,842 1,306,842 

資本剰余金 958,082 958,082 

利益剰余金 1,112,596 1,131,812 

自己株式 △228,293 △228,293 

株主資本合計 3,149,227 3,168,444 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 78,840 75,600 

繰延ヘッジ損益 △16,477 △14,711 

評価・換算差額等合計 62,362 60,888 

純資産合計 3,211,590 3,229,332 

負債純資産合計 9,930,547 10,009,318 
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（２）四半期損益計算書

（第１四半期累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年６月30日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年６月30日) 

売上高 841,684 777,128 

売上原価 245,614 243,603 

売上総利益 596,070 533,525 

販売費及び一般管理費 626,242 497,283 

営業利益又は営業損失（△） △30,172 36,241 

営業外収益    

受取利息 601 553 

受取配当金 5,943 5,943 

その他 8,109 8,976 

営業外収益合計 14,654 15,472 

営業外費用    

支払利息 27,516 23,740 

その他 7,525 887 

営業外費用合計 35,042 24,628 

経常利益又は経常損失（△） △50,560 27,085 

特別利益    

固定資産売却益 324 － 

特別利益合計 324 － 

特別損失    

固定資産売却損 － 746 

固定資産除却損 267 381 

特別損失合計 267 1,128 

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △50,503 25,957 

法人税、住民税及び事業税 2,228 2,281 

法人税等調整額 △13,580 4,460 

法人税等合計 △11,351 6,741 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △39,151 19,216 

 

- 6 -

株式会社ニチリョク (7578) 平成31年3月期 第1四半期決算短信(非連結)



（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を当第１四半期会計

期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示しております。
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